
坂本小学校
第１学年 道徳指導案

＜研究課題＞
自分の考えをもち 主体的な学びを育てる学習指導の在り方

１ 主題名 親切な心で 親切、思いやり（Ｂ 主として人との関わりに関すること）
２ 教材名 「はしのうえのおおかみ」

出 典 改訂あたらしいどうとく １（東京書籍）
３ 主題設定の理由
（１）ねらいとする指導内容

第１学年及び第２学年の内容項目Ｂは、「身近にいる人に温かい心で接し、親切にすること。」をねらいと
している。相手に対する思いやりの心をもち親切にすることは、よりよい人間関係を築くうえで求められる基
本姿勢である。低学年では、思いやりや親切な行為の大切さは分かっている反面，それが自己中心的な考え方
や行為として出現することが多い。また、相手との力関係で物事を判断し，自分の要求を一方的に押しつけて
しまいがちである。その一方で，相手のことを考え，親切にしたいという願いも強く持っている時期でもある
と言える。指導にあたっては、親切にすることの大切さについて考えを深められるようにすることが必要であ
る。そして、身近な人々との触れ合いの中で、相手のことを考え、具体的に親切な行為ができるようにするこ
とが大切であると考え、本主題を設定した。

（２）児童の実態と教師の願い
本学級の児童（25人）は、明るく素直な児童が多い。入学から２か月経ち、学校生活にも慣れてきた。５

月の運動会の練習では、集団行動の重要性と共に、助け合うことの大切さを教えてきた。徒競走などで自分
の走る順番を忘れてしまった友達には、近くの友達が「こっちだよ」と優しく教えてあげるなど、助け合う
行動が見られた。また、日常生活の中でも、友達が転んで怪我をしたら教師に知らせたり、授業中に友達が
困っていたら声をかけたりするなど「友達が困っていたら助けてあげよう」という優しい行為が多々見られ
る。道徳の授業の「がっこうにはね」では、自分たちは教師や上級生など多くの人に支えられて学校生活を
送っていることを知り、教師や上級生に感謝の心をもつことができた。授業中の児童の発言からは、道徳的
価値観をもっていることがよく感じられる。しかし、始業時間になっても急がずにトイレに行ったり、友達
に厳しい言葉で忠告したりするなど、自分本位な行動が見られる。そこで、児童の実態を把握するため、次
のようなアンケートを行った。

事前調査 （令和４年５月25日 25人）
１ 親切にされるとうれしいですか。

・はい（25人） ・いいえ（０人）
２ 親切にされてうれしかったことはどんなことですか。（複数回答）

・落とし物を拾ってもらった（21人） ・並んでいる順番を譲ってもらった（13人）
・教科書を見せてもらった（５人）

３ 友達にどんな親切なことをしましたか。（複数回答）
・落とし物を拾った（15人） ・並んでいる順番を譲った（10人） ・教科書を見せた（７人）

事前調査の結果から、児童は親切にされるとうれしいと思っている。また、児童は、「親切の意味は優しくす
ること」と、何となく理解している。親切にされるとうれしいことでは、落とし物を拾ってもらったり、並んで
いる順番を譲ってもらったり、教科書を見せてもらったりなど、身近な体験が多い。また、友達に親切にしても
らうことだけではなく、自分から友達に親切な行為をしている児童も半数以上いる。そのため、児童は普段から
助け合って生活していることが分かる。しかし、自分本位な行動もまだまだ見られる。
そこで本学習を通して、これまでの生活体験と重ね合わせながら、お互いに思いやり助け合って生活をしよう

とする心情を育てたいと考えている。

（３）資料について
本資料は，おおかみが一本橋の上を次々と渡ってくる自分より小さくて弱い動物たちを困らせておもしろが

って意地悪をするところから始まっている。ところが、ある日、おおかみは自分より大きくて強いくまに親切
にされて、自分の行為を振り返り、思いやりのある温かい態度の素晴らしさに気付く内容である。おおかみの
気持ちの変化を通して、温かい心で人に親切にすることの気持ちよさ、大切さを感じることができる資料であ
る。
研究課題に迫るために、役割演技の表現活動をしたり、見たりして、考えたことを話合う活動を通して、親

切の気持ちよさに気付き、身近な人に思いやりの心をもって接す心情を育てていきたい。



４ 本時の指導
（１）ねらい 身近な人たちに温かい心で接し、親切にしようとする心情を育てる。
（２）準備・資料 ・場面絵 ・おおかみとくまのお面 ・１本橋用の長踏み台
(３）学習指導過程 ○個に応じた手立て （評）評価方法

主な活動と発問 予想される児童の反応 支援の手立て・評価
１ 生活場面で自分だっ ・「大丈夫？」と声をかける。 ・具体的な場面を想像することで、普段の自
たらどうするかを話し合 ・いっしょに水雑巾で拭く。 分の行動り返り、ねらいとする道徳的価値
う。 ・先生を呼びに行く。 への方向づけを図る。
○友達がバケツの水をこぼ ・友達が困っているから、手伝 ・児童のつぶやきをを取り上げることで、
してしまいました。あなた う。 さまざまな意見を出しやすくする。また、
なら、どうしますか。それ 「誰にでも優しくすること」について主体
は、なぜですか 的に自分との関わりで考えられるようにす

る。

２ 資料「はしのうえのおお (おおかみ役) ・読み聞かせに合わせ、場面絵を黒板に提示
かみ」を読んで話し合う。 ・おれは強いんだ。 し、おおかみの気持ちを感じ取れるように
○うさぎやきつねを追い返 ・とてもいい気持ちだ。 する。
したときのおおかみは、 ・怖がっているから、面白い。 ・役割演技をすることでおおかみの自分勝手
どんな気持ちでしたか。 (うさぎ役) さや優越感のために相手を軽んじているこ

役割演技： ・怖い。 とが分かるようにする。
おおかみ役、うさぎ役 ・意地悪だな。 ・うさぎ役の児童には、おおかみに意地悪に
○くまに出会ったときのお ・大きくて強そうだな。 されたときの気持ちを尋ねる。
おかみの気持ちを考えま ・怖いな。 ・役割演技を見ている児童にも、見て考える
しょう。 ・どうしよう。 視点を示し、演技後に登場人物の気持ちを

・もどろうかな。 尋ねることで、感動、反省、くまへの憧れ
などおおかみの気持ちを考えられるように

○くまに抱き上げられ後ろ ・ありがとう。僕とは違ったな。 する。
に渡されたとき、おおか ・くまさんは優しいな。 ○状況をとらえにくい児童には、長踏み台を
みはどんなことを思った 用意することで一本橋は細くて、すれ違っ
でしょう。 て歩くことができないことを補足説明する。

○くまの後ろ姿を見送って ・何だか暖かい気持ちになった
いたおおかみは、どんな よ。
こと考えていますか。 ・親切にされるとうれしいな。

◎次の日、おおかみが橋の (おおかみ役) ・おおかみ役の児童には、どんな気持ちでせ
上でうさぎに会ったとき ・くまに昨日してもらったよう りふを言ったかを問いかけ、おおかみの気
の気持ちを考える。 に、うさぎに優しくしたいな。 持ちの変化に気付くようにする。

役割演技： ・意地悪していたときよりもい ・おおかみの気持ちが変化した理由を問うこ
おおかみ役、うさぎ役 い気持ちだな。 とで、親切にすると自分も気持ちがよくな

(うさぎ役) ることにふれていく。
・今日のおおかみは優しいな。 ・うさぎ役の児童には、おおかみに優しくさ
・ありがとう。 れるとどんな気持ちになるか尋ねる。

３ 今までの生活を振り返 ・遊びに誘ってくれてありがと ・４、５人の少人数のグループにすることで、
り、優しくされたことを近 う。 話し合いをしやすくする。
くの友達と話し合い、発表 ・一緒に荷物を運んでくれてあ 〇発言できない児童には具体的な場面を投げ
する。 りがとう。 かけ、自分の考えを言えるように支援する。
○友達に優しくしてもらっ ・親切にすると自分もうれしく ・思いやりの心をもって接すると気持ちがよ
たことを思い出しましょ なる。 くなることに触れていく。
う。 ・グループの話し合いの後に、学級全体で意

見を出し合い、友達の意見を聞くことで、
親切な行動ができそうだという実感をもた
せる。

（評）親切について自分との関わりの中で
捉え、誰に対しても思いやりの心をもっ
て接していこうとする意欲を高めること
ができたか。 （発表）

４ 教師の説話を聞く。 ・優しくされると、相手も自分 ・学校生活の中で具体的な場面を挙げ、友達
○誰にでも優しくすると相 もうれしくなる。 に親切にするためには、どうすればよいか
手や自分はどんな気持ち 考え、本時のまとめとする。
になるでしょうか。


